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礼拝説教（2018 年 9 月 2 日） 

説教者：中村信哉 

福音を伝える者の生活 
Ⅰコリント人への手紙 9 章 1-14 節 

 

はじめに 

 夏の間は、「使徒の働き」から新約時代にできた最初の教会、エルサレム教会から教会の

あり方を四回にわたって学びました。今日からまた「コリント人への手紙第一」に戻って、

少しずつ学んでいきます。 

 今日の聖書箇所は、教会で働く牧師や伝道者は、教会によって生活を支えられるべきで

あるということが書かれています。 

  

1．教会は、伝道者の生活を支える 

 なぜ、教会で働く牧師や伝道者は、教会によって生活を支えられるべきなのでしょうか？

パウロは 7-14 節でその理由を説明しています。 

 

（1）一般的な常識 

 一つ目の理由は、他の仕事と見ても、自分の働きから生活の支えを与えられるのは普通

のことだからです。7 節でパウロはこのように言っています。「自分の費用で兵役に服する

人がいるでしょうか。自分でぶどう園を造りながら、その実を食べない人がいるでしょうか。羊の群

れを飼いながら、その乳を飲まない人がいるでしょうか」。 

 自分のお金で軍隊に入る人はいません。軍隊から生活費を与えられるのです。ぶどう園

を経営している人は、自由にぶどうの実を食べることができます。また羊飼いは、自由に

羊のミルクを飲むことができます。同じように、教会で働く牧師や伝道者も、教会から生

活費を与えられるのは当然だとパウロは言うのです。 

 

（2）旧約聖書の教え 

二つ目の理由は、旧約聖書にも、自分の働きから生活の支えを与えられるのは当然だと

書いてあるからです。9-10 節でパウロはこのように言っています。「モーセの律法には『脱

穀している牛に口籠をはめてはならない』と書いてあります。はたして神は、牛のことを気にかけてお

られるのでしょうか。私たちのために言っておられるのではありませんか。そうです。私たちのために

書かれているのです。なぜなら、耕す者が望みを持って耕し、脱穀する者が分配を受ける望みを持

って仕事をするのは、当然だからです」。 

牛に穀物の実を取らせる時、牛がつまみ食いしないように口に籠をつけるようなことは

してはならない、労働をしている牛には自由に穀物の実を食べさせるべきだと教えていま
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す。この旧約聖書の教えは、教会で働く牧師や伝道者が、教会から生活費を与えられるべ

きことを教えている御言葉だとパウロは言うのです。 

 

（3）神殿の奉仕者 

 三つ目の理由は、神様を礼拝する場である神殿の奉仕者は、神殿から生活の支えを与え

られたからです。13 節でパウロはこのように言っています。「あなたがたは、宮に奉仕してい

る者が宮から下がる物を食べ、祭壇に仕える者が祭壇のささげ物にあずかることを知らないのです

か」。神殿の奉仕者である祭司やレビ人は、神殿で捧げられる物に与ることができたのです。 

 また旧約聖書には、神殿の奉仕者であるレビ人たちは、人々が捧げる十分の一の捧げ物

によって、その生活を支えられるべきだと教えられています（民数記 18：21-24）。神殿

の奉仕者が神殿から生活の支えを与えられたのだから、教会の奉仕者である牧師や伝道者

が教会から生活の支えを与えられるのも当然であるとパウロは言うのです。 

 

（4）初代教会の奉仕者 

 四つ目の理由は、コリント教会や他の初代教会の牧師や伝道者が、教会によって生活の

支えを与えられていたからです。12 節でパウロはこのように言っています。「ほかの人々が

あなたがたに対する権利に与かっているのなら、私たちは、なおさらそうではありませんか」。すでに

初代教会では、牧師や伝道者の生活を支えることは教会の務めとして理解されていたので

す。 

 

（5）イエス・キリストの教え 

 五つ目の理由は、イエス・キリスト御自身が、教会で働く牧師や伝道者は、教会から生

活の支えを与えられるべきだと定められたからです。14 節でパウロはこのように言ってい

ます。「同じように主も、福音を宣べ伝える者が、福音の働きから生活の支えを得るように定めてお

られます」。 

 イエス・キリストは、十二人の弟子を宣教に派遣される時、「働く者が食べ物を得るのは当

然だからです」と言われました。教会で働く牧師や伝道者の生活は、教会によって支えられる

べきことは、教会のかしらであるイエス・キリスト御自身が定めたことなのです。 

 

 このようなパウロの言葉から教えられることは、①教会で働く牧師や伝道者は、教会に

よって生活費を支えられる権利があるということです。②教会は、教会で働く牧師や伝道

者の生活費を支える義務と責任があるということです。③そしてそれは、教会の奉仕者以

外の一般的な仕事から考えても常識的な事であり、旧約聖書から見ても、神殿の奉仕者か

ら見ても、初代教会から見ても正当なことであり、何よりも教会のかしらであるイエス・

キリスト御自身がそのように定めておられるということです。 
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2．福音のために、権利を自由に手放す 

 パウロはこのように、教会で働く牧師や伝道者は、教会によって生活を支えられる権利

があることを立証しました。しかしパウロは、コリント教会からは一切生活費や給料を受

け取りませんでした。パウロは天幕作りの仕事をして、自分で生活費を手に入れていたの

です。  

パウロは、コリント教会の開拓伝道者であり牧師です。ですからコリント教会から生活

を支えられる権利を持っていました。しかし彼は、その権利を手放して、自分の生活費は

自分で手に入れたのです。なぜでしょうか？なぜパウロは、コリント教会から生活の支え

を与えられる権利を手放したのでしょうか？ 

それは、コリント教会の中でパウロを批判する人たちがいたからです。ある人たちは、「パ

ウロは教会からお金を巻き上げようとしている」、「パウロはお金のために伝道している」

などとパウロを批判したのです。それゆえパウロは、自分がコリント教会から生活費や給

料を受け取ることは、ある人たちにとってはつまずきとなる、もし自分の権利を手放すこ

とで教会の中のつまずきや混乱を避けることができるなら、またそのことで福音を宣べ伝

える伝道の働きが進むなら、そのような思いからパウロは自分の権利を手放したのです。 

 

パウロは福音のためなら何でもしたのです。福音のためなら自分の権利を自由に手放す

ことができたのです。パウロは八章でも、偶像に献げた肉を食べることでつまずく人がい

るなら、自分は今後一切肉を食べないと言いました（8：13）。パウロはどんな食べ物でも

食べる権利を持っていました。しかし人々のつまずきを避けるため、福音のために、自分

の権利を手放したのです。パウロは自分の権利に固執しませんでした。自分には正当な権

利があると主張して、何としてでも自分の権利にしがみつこうともしませんでした。パウ

ロは、福音のためならどんな権利も手放すことができたのです。 

私たちはどうでしょうか？私たちは福音ために、イエス・キリストのために、自分の権

利を手放すことできるでしょうか？パウロはなぜ自分の権利を自由に手放すことができた

のでしょうか？なぜ自分の権利に固執したり、しがみついたりしなかったのでしょうか？ 

それは、パウロは福音の魅力、イエス・キリストの魅力に魅せられていたからです。1

節でパウロは、「私は私たちの主イエスを見なかったのですか」と言っています。パウロは、十

字架から復活したイエス・キリストに出会ったのです。神ご自身であるイエス・キリスト

と生きた出会いをし、その恵みを経験したのです。そしてこの方以上に大切なものはない、

この方を宣べ伝える以上に価値ある生き方はないと感じたのです。だからこそパウロは、

福音のためには、イエス・キリストのためには、自分の権利を自由に手放すことができた

のです。 

 

本当のクリスチャンとは、イエス・キリストの弟子となることです。イエス・キリスト

の弟子は、イエス・キリストとの生きた出会いを経験し、その魅力に魅せられて、その恵
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みに本当に生かされて、イエス・キリストのためには、どんな権利も手放すことができる

人です。自分の権利に固執せず、福音のために自分の権利を自由に手放すことができる人

です。 

私たちが捧げる献金も、ある意味では自分の権利を手放すことです。自分が一生懸命働

いて得た給料を自分のために、自分の家族のために使う、それは私たちにとって当然の権

利かもしれません。しかしその当然の権利を、イエス・キリストのために、福音のために

自由に手放すことができる、それこそイエス・キリストの弟子であり、私たちのあり方で

す。 

 

おわりに 

 イエス・キリストは、私たちのためにすべてを手放された方です。イエス・キリストは、

「神としてのあり方」を手放されて、人となられました。またイエス・キリストは、ご自

分の命を手放されて、十字架で死なれました。それはすべて福音のためです。私たちを罪

から救い、私たちの人生を新しくして、私たちを永遠の命に生かすためです。 

 私たちのためにすべてを手放されたイエス・キリストの御前に、私たちは自分の権利に

固執してしがみついていてよいのでしょうか？私たちはあらゆる自分の権利にしがみつき

ながら、クリスチャンとして生き続けるのでしょうか？あらゆる権利にしがみつきながら、

天国に行きたいと思っているのかもしれません。あらゆる権利にしがみつきながら、神様

の愛と守りの中で、そこそこ幸せな人生を生きれればよいと思っているのかもしれません。 

 しかし本来、イエス・キリストと福音は、私たちにすべての権利を自由に手放させるほ

ど魅力あるもののはずです。イエス・キリストと福音には、人生のすべてを懸けたいと思

わせる魅力があるはずです。パウロをはじめ、この二千年の間にどれだけ多くの人が、イ

エス・キリストと福音のために、すべてを手放していったでしょうか？私たちはこの魅力

を、本当の意味で経験しているのでしょうか？ 

 イエス・キリストと福音は、私たちに永遠の命を与えてくれます。地獄の刑罰から私た

ちを救い、私たちを天の御国へと導いてくれます。イエス・キリストと福音は、私たちの

人生を全く新しくします。自己中心の生き方から神中心の生き方へと新しくします。私た

ちの人生のあらゆる苦しみと悲しみの主な原因は、この自己中心にあります。神様から離

れ、神様に背を向け、神様を愛さず、隣人を愛さない生き方こそ、私たちの人生にあらゆ

る苦しみと悲しみをもたらします。イエス・キリストと福音は、私たちに愛を与え、神様

を愛し、人を愛する神中心の新しい人生へと私たちを造り変えます。イエス・キリストと

福音は、私たちに人生の目的と使命を与えます。私たちの人生には、神様の計画がありま

す。神様は私たちに賜物を与えて、私たちがこの人生において成すべき使命を与えていま

す。神様から与えられた使命に生きることこそ、私たちの本来生きるべき人生です。 

 私たちがイエス・キリストと福音の魅力を経験するには、どうしたらよいのでしょうか？

それは、悔い改めてイエス・キリストを信じることです。神中心でなかった人生を悔い改
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めて、神中心に生きる決心をすることです。明確に人生の方向転換をする決心をし、新し

い人生を生きる決心をすることです。そして、イエス・キリストこそ真の神であると信じ

て、そのイエス・キリストに人生のすべてを委ねていくことです。そうすれば私たちは、

イエス・キリストと福音の力を人生において経験するのです。 


